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	ーションにプロキシサーバログの調査を依頼する。
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	
	
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	プロセスを「トリアージ」
	と呼びます
	。
	CSIRT
	で対応が困難であると判断した場合、まずは当該
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	システム
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	「検知・連絡受付」
	を行うセキュリティ
	に関する統一的な窓口は、
	PoC(Point of Contact
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	)
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	番号、メー
	ルアドレス等です。
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	
	
	PoC
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	CSIRT
	の「顔」として他の
	CSIRT
	との信頼関係を構築したり、
	コミュニティとの情報共有の窓口としての役目も果たすとともに、あらか
	じめ
	CSIRT
	間で取り決めたフローでは対応できないような「想定外の事態
	」が発生した場合の「柔軟性のある」連絡窓口としての役目もあります。


	
	
	
	JPCERT/CC
	などの第三者から通報を受け付ける場合は、
	WHOIS
	データベ
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